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　私が学んでいる専攻では、環境マインド
を持った実践的技術者の養成を目的とし
て、環境関連の施設を訪問し、各施設の状
況を把握した上で、環境問題について討議
をおこなうユニークな講義「総合演習」が
行われています。その演習の中に、生徒自
ら（5人1組）がテーマおよび訪問施設を
選択する学生企画があります。今年はごみ
問題がテーマに決まり、私の班は、焼却に
頼らない廃棄物の処理処分を目指し、資源
化率80%を達成した志布志市のシステム
に今後の廃棄物処理処分にとって参考とな
る情報があるのではないかと考え、志布志
市を見学先として選定しました。本紙では
志布志市モデルとまで言われるようになっ
た志布志市における廃棄物の資源化への取
り組みについて、施設見学で得た情報を基
に紹介します。

1.志布志市モデルの構築までの経緯

　志布志市は、鹿児島県大隅半島の東部に
ある人口約3.5万人の市です。ごみ処理
問題はどこの自治体でも頭の痛い問題です
が、志布志市も例外ではなく、ごみの焼却
施設がないため、現状のごみ発生量が続け
ば、現有の最終処分場が４〜５年で一杯に
なってしまうという問題が約20年前に提
起されました。しかし、廃棄物の減量化に
有効な焼却施設の建設には約70億円、年
間の維持管理費に5億円と本市の財政を圧
迫するほどの高額が必要であり、焼却施設
の建設は難しいと判断されたようです。以
上のような理由から、志布志市はごみの分
別の徹底による資源化率の向上を主体とし
たごみ処理に舵を切ったとのことでした。
これにより、資源化主体のシステムを開始

して5年後の2005年度以降、5年連続で
資源化率日本一を達成するまでになってい
ます。

２．分別と資源化システムの特徴

　志布志市では循環型社会形成推進基本法
が制定された2000年から資源ごみの分
別が開始されましたが、その時の分別数は
19品目でした。この分別数は資源ごみに
留まらず、年々増加して、2011年以降、
小型家電を加えて29品目になっています。
29品目のうち28品目が資源リサイクル
企業に販売され、残りの一つの一般ごみは
志布志市が所有する唯一の最終処分場にて
埋立処分されています。これだけの品目を
分別するのは大変な作業ですので、分別を
開始した当初は住民からの反対はあったよ
うです。しかし、志布志市職員による自治
会集会を利用しての説明会の開催やごみス
テーション管理への積極的な参加などの熱
心な啓蒙活動によって、ごみの分別の必要
性を市民が認識し始め、今ではやることが
当然のことだと考えられまでになったとの
ことです。物事を進めるにはそのシステム
の良し悪しだけでなく、真摯に、地道に努
力することが重要であると感じました。
　分別したごみの排出方法は、容器包装リ
サイクル法に指定されている資源化物につ
いては洗浄、乾燥後、資源回収袋に入れ、
排出者の氏名を記載するようになっていま
す。洗浄がしっかりされていなかった場合
は赤い紙が張られる仕組みになっています
ので、住民はそれをされると恥ずかしいと
思うために、洗浄をしっかり行っていると
のことでした。本市のように地域コミュニ
ケーションが形成されている場合には、こ
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ガスの発生も少なくなり、浸出水の水質も
良質化し、処分場も改善されたとのことで
す。ごみの減量化だけでなく、環境保全に
とっても利点の多いシステムであると思い
ました。

志布志市訪問を終えて

　今回、志布志市の廃棄物処理処分の現状
を視察し、多くの自治体において採用され
ている焼却等の処理に疑問を感じました。
ごみ排出者であるわれわれが少しの手間を
かければ、付加価値の高い資源としてごみ
を再利用できます。一般に、リサイクルの
品目が多くなると、収集運搬に費用がかか
り、焼却に比べて割高になるといわれてい
ますが、志布志市では、住民との協働によ
る徹底した分別によって資源化物の質を高
めて売却利益をあげ、ごみ処理費用の削減
につなげています。ごみ処理費の全国平均
14,600円／人・年に対して志布志市では
6,300円／人・年と、半額以下であり、地
方自治体の緊縮財源のなか、参考となるモ
デルケースであると思いました。ただ、未
だ資源化に至っていない紙おむつが最終処
分場の寿命を縮めており、志布志市のよう
な資源化を主体に取り組みを行っている自
治体を支援するためにも、現在大牟田市に
設置されている紙おむつの資源化施設が多
くの都市に拡大し、安価に利用できるシステ
ムが構築される必要があると感じました。
　最後に、われわれの訪問を快く受け入れ、

そして、懇切丁寧にご説
明いただいた志布志市市
民環境課山口善央氏に、
この場を借りてお礼申し
上げます。

のようなモラル感に訴える手法も有効な手
法であると学びました。その他の資源化物
は住民自らが資源化ステーションとなって
いる集会所まで資源化物を運び、品目ごと
の籠へ投入する方法となっています。資源
化物の回収場所の排出管理はそのコミュニ
ティから当番制で当たり、資源化物の分別
等の手伝いをすることで円滑に行われて
います。資源化物の排出は地域コミュニ
ティごとに月1回の頻度で収集され、ス
テーションへの排出時間は、個々のコミュ
ニティごとに決められているとのことでし
た。図1は分別の様子です。
　生ごみは他の資源化物と異なり、63L
ペールが各2個ずつ5 〜 10世帯ごとに
1ヶ所設置され、各自が適宜投入する方式
が取られており、週3回の頻度で回収され
ています。このペールはタヌキや猫などの
害獣対策として、上蓋に6ヶ所の留め金が
あり簡単には蓋は開かないようになってい
ました。また、回収時には、ペールに付着
したものを堆肥化の添加材に用いられてい
るのこくず（木くず）を用いてふき取るな
どの工夫がなされています。そんなアイデ
アは何処から出てくるのかと感心させられ
ました。また、この生ごみの回収方式は生
ごみを家に長期間置かなくてもよいという
理由から、住民の方から喜ばれていました。
　さらに、生ごみ等の分解性廃棄物が最終
処分場に搬入されなくなったことによっ
て、カラス等の衛生害虫獣の繁殖、悪臭や

図 1　分別の様子 図 2　生ごみ回収容器




